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道の施策 -脱炭素社会に向けた行動変容促進事業-

本道の脱炭素化に向けた課題 ⇒ ①家庭部門 ②運輸部門 の温室効果ガス排出量の削減
⇒ 道民の行動変容を促すための効果的な情報発信手法（ナッジ等の活用）の構築

【取組内容】

灯油暖房の利用方法の見直し

STEP１実態調査

■家庭部門における
CO2排出量の約半数
(45%)が灯油
■最もよく使う暖房機
器は灯油ストーブ類
が最多

STEP２効果検証

⇒WEBモニターを対象に
効果的な情報発信手法
（メッセージ）を検証

■高効率エアコンの購入
促進
■暖房機器の効率的利用
の促進

STEP３本格実証

⇒ナッジあり/なしのメッセージを発信し、効果検証

■事業者等と連携した高効率エアコンの選択と利用
［北電メルマガ（10～12月）］
■市町村等と連携した暖房機器の効率的利用促進
［広報紙折込チラシ（11月）］

R4
実施

ガソリン車からの切換えや
自動車の利用を控えるライフスタイルへの転換

STEP1実態調査

⇒３テーマについて、効果的な情報発信
を行うための実態調査を実施

・次世代自動車への切り換え
・省エネ運転の実践
・自動車を所有しない

STEP２ STEP３
効果検証 本格実証

※実態調査の結果を踏まえ、
取組内容を検討

R4
実施
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✓包括連携協定を締結しているコープさっぽろ様の事業において、ペットボトル回収機の実演を実施
✓各(総合)振興局においても「Hokkaido海のクリーンアップ大作戦」等イベントでゼロカーボンの普及啓発
✓ゼロカーボン戦略課のホームページにてイベント実績（参加人数約13,000人）を公表（Twitter発信）
✓函館市や北見市等全道8箇所で「食べるたいせつフェスティバル」を開催しゼロカーボンの普及啓発
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道の施策 -ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト①-

■2050年「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、道民の皆様や民間事業者の方々に、脱炭素に向けたライ
フスタイル・ビジネススタイルの転換につながる取組を広く呼びかけ、出来ることからゼロカーボンの取組
を一緒に実践していくプロジェクトです。
■９つの分類、32の取組、４つの重点プロジェクトで構成しております。

①CO2排出量を知ろう ▲ゼロカーボン教育動画

✓CO2排出量見える化アプリ(家庭向け)を作成中

② プラスチックごみの削減、マイボトルを持ち歩こう!



✓高校生の探究学習の支援として、ゼロカーボン北海道の普及啓発を実施。（実績：参加延人数485名）
✓学習教材となる動画を作成し公開（全5話中1～3話）
✓先進的な取組の視察を行うツアー実施（10月15日上士幌 10月22日石狩））

✓北海道木育フェスタ2022の一環として「第72回北海道植樹祭」にて「ゼロカーボン北海道」のブースを出
展し、広くPR

✓普及啓発資材作成によるPR強化
✓ゼロカーボン戦略課のホームページにて実績報告済み（Twitter発信）
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道の施策 -ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト②-

③ 木を植えて、育てて、楽しもう！

④ 環境の未来について考えよう！

URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/ecosafety/challenge_htp/

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/ecosafety/challenge_htp/
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道の施策 -道民・事業者のCO₂排出量の「見える化」-

事業者のCO2排出量見える化（イメージ）

事業者の皆さま

北海道排出量ボード

【対象者】
•条例対象事業者から中小企業まで

【年毎：使用量の入力依頼】
• 「重油」、「灯油」、「ガス」、「石炭」、「熱」、
「電気」などのエネルギー使用量

家庭のCO2排出量見える化アプリ（イメージ）

北海道応援団会議・企業など

市町村

<主な機能>

• CO2排出量を自動計算

•使用量、CO2排出量の経時

変化をグラフ、表で可視化

• CO2排出削減に係る情報提

供

入力データ
取得

CO2見える化アプリ

北
海
道

ア
プ
リ
開
発
事
業
者

市町村別排出
データの取得

アプリ提供
アプリ設計
保守・管理

開発・運用
委託

市町村別CO2
排出量データ提供

モノやポイントなど応援

道民の皆さま

入力を促す
プッシュ通知

【初回：属性入力を依頼】
•居住地域（市町村）、世帯形態（集合or
戸建等）、契約事業者など
【月毎：使用量の入力依頼】
• 「電気」、「ガス」、「灯油」などの使用量

温対計画の目標設定等に活用！

企業
名

年間排出量
（t-CO2）

備
考

A ●●

B ●●

C ●●

D ●●

E ●●

･･･ ●●

オープンデータ化！

周知

<主な機能>

• CO2排出量を自動計算

•業種別のほか、経年変化をグラフで可視化

CO2見える化アプリ＆排出量ボードシステムは令和5年3月に完成予定
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道の取組 -ゼロカーボン専門家リスト-

脱炭素化に向けた意欲的な取組を後押ししていく観点から、ゼロカーボンに関する
専門知識を持った人材が不足している市町村や企業等に対し、道内国立大学等との連
携により、脱炭素関連の研究を行っている専門家を派遣し、大学が有する知見と地域
を結びつけ、地域課題の解決につなげることを目的にゼロカーボン専門家リストを作
成しています。

URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/zc_expert.html

▲道内国立大学ゼロカーボン専門家リスト ▲北海道総合研究機構(道総研)
ゼロカーボン専門家リスト

▼派遣依頼、実施手順はこちら

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/zc_expert.html
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道の取組 -北海道地球温暖化防止活動推進員派遣-

地域で開催されるイベントや講演等に関する講師として、推進員を派遣しています。

URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/suishinin3.html

https://www.pref.hokkaido.env.go.jp/earth/post_143.html

